
令和５年１月教育委員会定例会会議議事録 

 

 

 

 １ 招集年月日     令和５年１月12日（木）午前10時00分 開会 

 

 

 ２ 招 集 場 所     喜多方市役所本庁舎４階 第３委員会室 

 

 

 ３ 出 席 者     教育長                 大 場 健 哉 

             教育長職務代理者            大 森 佳 彦 

             二番委員                遠 藤 一 幸 

             三番委員                髙 橋 明 子 

             四番委員                長 田 聡 子 

 

 

 ４ 出 席 職 員     教育部長                遠 藤 紀 雄 

教育総務課長              佐 野 仁 美 

             学校教育課長              穴 澤 正 志 

             生涯学習課長              佐 藤   洋 

             文化課長                伊 藤 博 之 

             中央公民館長              田 中   勲 

             学校教育課主幹             外 島 誠 司 

             文化課主幹               鈴 木 美智子 

             教育総務課長補佐            塚 原 和 憲 

             学校教育課長補佐            高 橋 亮 慈 

生涯学習課長補佐            髙 橋   淳 

文化課長補佐              高 畑 知 史 

中央公民館長補佐            中 村 美恵子 

文化課主査               蓮 沼  優介 

 

 

 ５ 閉   会     午後０時05分 





 

 

１ 開会 

２ 会期の決定 

３ 書記の指名 

 

教育長 改めましておはようございます。 

皆さんお揃いですので、令和５年１月の教育委員会定例会を開催

したいと思います。 

それでは、本日の会期の決定に移りますが、会期の決定について

は本日１日ということでよろしいでしょうか。 

各委員  異議なし 

教育長 では、ご異議等ないということでありますので、会期については

本日１日といたします。 

続いて、書記の指名でありますが、書記につきましては教育総務

課長補佐にお願いしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょ

うか。 

各委員  異議なし 

教育長 異議ないということでありますので、書記については、教育総務

課長補佐を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

 

４ 会議録の承認 

 

教育長 続いて、会議録の承認に移ります。 

お手元に令和４年12月の教育委員会定例会の会議の議事録をお持

ちかと思いますが、この内容等についてご質問、または訂正等ござ

いましたらよろしくお願いいたします。よろしいでしょうか。 

各委員  なし 

教育長 それでは、特にないということでありますので、会議録について

はこのとおり承認することといたします。 

 

５ 報告事項 

⑴ 行事等の報告 

 

教育長 次に５番の報告事項に入りますが、ここに入る前にですが、本日

の議案等のうち、議案第32号令和４年度喜多方市教育委員会表彰に

ついては、表彰に係る案件でありますので、会議を公開することに

より、公正かつ円滑な議事運営に支障が生じるおそれがあります。 
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つきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条

第７項ただし書の規定に基づき、教育長または委員の発議により、

出席者の３分の２以上の多数決で議決した場合は、案件について公

開しないことができるとされております。 

そこで、お諮りいたします。 

議案第32号については、非公開で実施することとしてよろしいで

しょうか。 

各委員  異議なし 

教育長 異議なしということでありますので、議案第32号については非公

開といたします。 

このことにより本日の審議ですが、５番の報告事項の次に、７番

協議事項、８番その他、９番連絡事項という流れで進みまして、９

番の連絡事項が終わりましたならば、６番の審議事項に移るという

ことでよろしいでしょうか。 

各委員  異議なし 

教育長 では、そのように進めますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、５番の報告事項に入りますが、内容に入ります前に加

筆訂正等ありましたらお願いいたします。 

教育総務課長 加筆訂正等ございませんので、よろしくお願いいたします。 

教育長 ありがとうございます。 

それでは、（１）の行事等の報告に移ります。事務局より説明をお

願いいたします。 

教育総務課長 では、１ページお開きいただきたいと思います。 

行事等の報告について申し上げます。 

前回、12月の定例会開催日の12月15日から昨日までの行事等につ

きましては、記載のとおり２件ございました。日時、行事名、開催

場所、出席者は記載のとおりですので、説明は省略させていただき

ます。 

以上でございます。 

教育長 ただいま説明がありましたが、この内容につきましてご意見、ご

質問ございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

各委員  なし 

教育長 では、特にないということでありますので、行事等の報告につい

てはこの程度といたします。 

 

⑵ 教育長の報告 

  報告第23号 後援の承認について 
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教育長 続いて、（２）の教育長の報告ということで、報告第23号後援の

承認についてを取り上げます。事務局より説明をお願いいたします。 

教育総務課長 ２ページお開きいただきたいと思います。 

報告第23号後援の承認についてでありますが、12月定例会以降、

後援を１件承認いたしましたので、喜多方市教育委員会の権限に属

する事務の委任等に関する規則第２条第３項の規定により報告する

ものでございます。 

なお、使用名義は喜多方市教育委員会であります。内容につきま

しては、所管課から説明をいたします。 

生涯学習課長 それでは、生涯学習課所管分の後援１件についてご説明申し上げ

ます。 

ナンバー１の後援でございますが、事業名につきましては、若者

による観光ガイド「さくらメイト2023」養成講座で、開催につきま

しては２月18日、２月25日、３月４日、３月11日の計４日間で行わ

れます。 

会場につきましては、喜多方市厚生会館となります。 

この事業でございますが、学生や若者を対象といたしました観光

ガイドの養成講座を行いまして、本市の歴史や文化、観光などにつ

いて学んでいただくもので、４月に実施予定であります「さくらま

つり」開催期間中に、さくらメイトとして観光案内をしていただく

ものになります。 

以下、記載の内容のとおりでございます。 

説明は以上です。 

教育長 ありがとうございました。 

ただいま後援１件について説明ありましたが、この内容等につい

て、ご意見ご質問等ございましたらお願いいたします。 

髙橋委員 対象が学生、若者というお話でしたが、例えば中学生以上ぐらい

に枠を広げるとか、そういったお考えはないのでしょうか。 

生涯学習課長 このさくらメイト養成講座の対象といたしましては、一応高校生

以上ということで想定しております。 

やはり市内外からお越しになるので、その点の観光の案内の仕方

ですとか、スキルですとか、高校生以上が望ましいということです。 

髙橋委員 わかりました。 

教育長 他にございますでしょうか。 

各委員  なし 

教育長 それでは、特にご意見等ないということでありますので、この件

についてはこの程度といたします。 
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７ 協議事項 

  協議第８号 新山都公民館建設基本設計（案）について 

 

教育長 続いて、７番の協議事項に移ります。内容に入ります前に、加筆

訂正等ございましたらお願いいたします。 

教育総務課長 それでは、加筆訂正等について申し上げます。 

協議第９号喜多方市文化芸術推進基本計画（案）についてでござ

いますが、別紙でお配りしております冊子になっているのをご覧い

ただきたいと思います。 

喜多方市文化芸術推進基本計画（案）のまず10ページをお開きい

ただきたいと思います。10ページに表がございます。本市の指定文

化財の件数という表の中の一番下になります合計の欄、県というと

ころ、37という数字が入っておりますが、38の誤りですので、訂正

をお願いしたいと思います。37を38に訂正お願いいたします。 

同じく計画の12ページお開きいただきたいと思います。 

一番上の黒四角、会津の染型紙と関係資料のところで、下から２

行目になります。「デザイ」とあり、カタカナの「ン」が抜けており

ましたので加筆いただきたいと思います。 

それから、13ページになります。この部分につきまして、本日机

の上にお配りしておりますが、食文化のところの下に花の説明書き

を加えるところが漏れておりましたので、そのページにつきまして

は差し替えということでお願いいたします。 

加筆訂正等については以上になります。よろしくお願いいたしま

す。 

教育長 訂正等が２カ所と加筆のため差し替え１ページというところであ

ります。この点についてよろしいでしょうか。 

各委員  了承 

教育長 それでは、協議の第８号に移ります。 

新山都公民館建設基本計画（案）についてを取り上げますので、

事務局より説明をお願いいたします。 

生涯学習課長 新山都公民館建設基本設計（案）についてご説明申し上げますの

で、Ａ４縦の定例会別紙資料をご覧いただきたいと思います。 

基本設計の概要といたしましては、まず建設計画の概要でござい

ますが、敷地の概要といたしましては、建設予定地につきましては

山都総合所南側の空き地になりますが、山都町字広中新田1167番地

外となり、敷地面積につきましては駐車場を含みます3,208平方メー

トルとなります。 

次に、施設の規模等でございますが、構造は木造平屋建てで、建
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築面積は680平方メートルとなります。 

次に、各諸室等の床面積でございますが、記載のとおりとなりま

すが、事務室の他８つの諸室で構成してございます。 

次に、概算事業費でございますが、建築工事で約５億円、工事監

理委託業務で約1,000万円、外構工事で約6,000万円となります。 

次に、基本計画（案）についてご説明申し上げますので、別紙の

Ａ３横の図面をご覧いただきたいと思います。 

図面の右下に、図面番号を記載しておりますが、図面番号１につ

きましては建物の配置図となります。 

建設予定地の空き地でございますが、現況盛土となっていること

から、地盤面を山都総合支所の庁舎の駐車場と同じ高さまで、切土

をいたします。このことによりまして、支所庁舎と同じ高さとなり、

また建物東側の通路となりますアプローチ部分については、車椅子

専用の思いやり駐車場や、既存駐車場からの階段、スロープを設置

するとともに、冬期間公民館の公民館利用者が安心して駐車場から

公民館に行けるように、通路の路面の一部にロードヒーティングを

設置いたしまして、駐車場から館内まではバリアフリーで入れるよ

うに計画いたします。 

また、建物の南側と西側につきましては、犬走りから５メートル

の範囲をアスファルト舗装といたしまして、冬場除雪車が入れるよ

うにいたします。 

さらに南側、図面で言いますと下の部分になりますが、緑地部分

ということで、こちらについては傾斜地といたしまして、冬期間に

ついては堆雪スペースとして利用することとなります。 

次に、図面番号２をご覧いただきたいと思いますが、建物の平面

図となります。 

各諸室等の配置についてでありますが、玄関の出入口となります

エントランスということで、東側になりますが、冬期間の季節風、

西風がかなり強いので、そちらを考慮いたしました。それで東側に

玄関を設けたということでございます。 

印刷室を含む事務室は南側、会議室の２つを北側に配置いたしま

して、会議室と調理実習室は直接出入できるようにいたします。 

また、交流スペース、展示コーナーを介しまして正面に多目的ホ

ールを配置いたします。 

さらには、中央廊下に面しまして南側に図書コーナー、北側に調

理実習室と授乳室、トイレ等の水回りを配置するようにいたします。 

そのほか、図書コーナーと事務室は隣り合わせで、直接出入でき

るようにいたします。そのほか、図書コーナーはホールとの仕切り
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で、ガラス窓を用いまして開放的な空間とし、その一部を幼児コー

ナー、読み聞かせコーナーと、貸出禁止図書の所蔵室といたします。 

次、図面番号３をご覧いただきたいと思いますが、建物の立面図

となります。 

建物の屋根は、北側、南側を傾斜とした切り妻屋根といたします。

屋根の上の部分については、屋根に積もった雪が切れるように雪割

りを設けることといたします。 

また、建物の東面には高い高窓を設けまして、廊下に光が入るよ

うにいたします。 

屋根に積もった雪処理については、南面の屋根と軒先まわりにつ

いては自然落下ということといたしまして、北側の屋根については

雪止めを施し、さらに、南面の屋根には青く着色してございますが、

20キロワット程度の太陽光パネルを設置いたします。 

そのほか、外壁、床、屋根には高断熱素材を施し、開口部分につ

いては断熱サッシというふうにいたします。 

説明は以上となります。 

教育長 ありがとうございました。 

生涯学習課長より新山都公民館の説明がございましたが、ご意見

ご質問等ございましたらお願いします。 

髙橋委員 図面の１を見ていて感じたのですが、山都体育館はこれからも使

うことになると思うのですが、体育館との連絡通路のようなものが

あるといいなと思うのですが、そういった計画はいかがでしょうか。 

生涯学習課長 体育館との連絡通路ということでございますが、現在の山都公民

館と山都体育館については、隣接しているということで若干の通路

という形で、屋根を設けて接続してございますが、山都体育館を管

理している山都スポーツクラブと協議いたしまして、この連絡通路

についてはイベントがあるとき、例えばそばまつりですとか大きな

イベントがあれば、公民館と体育館の連絡通路として使うのですけ

れども、イベント以外はほとんど使わないということでございまし

たので、新しい公民館と体育館の連絡通路については、それほど距

離もないということで、特に通路を新たに設けるという考えは今の

ところございません。 

髙橋委員 わかりました。 

教育長 他にございますでしょうか。 

髙橋委員 図面番号２の建物の見取図ですが、これを見ると出入口というの

は西側の多目的ホールから直接外に出る非常口になるのでしょう

か。通常の入口は東側にあるということでしょうか。確認です。 

生涯学習課長 先ほども申しましたように、通常の出入口というのは玄関ホール、
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エントランスになり、東側でございます。委員おっしゃるように多

目的ホールの非常口、荷物搬入口も併用いたしますが、そちらにつ

いては図面でいうと左側に２つほど設けてございます。 

髙橋委員 非常口、非常の際の誘導のルートといいますか、そういうのがよ

くわからないのですけれども、非常口はもっと多く必要ではないの

でしょうか。 

生涯学習課長 非常口の数でございますけれども、非常口については先ほど申し

ましたように、多目的ホールとエントランスの玄関側になりますが、

この非常口につきましても、消防とこれから協議をしまして、実際

に検査を受けるように、この図面での協議を行うこととなりますの

で、例えばこれでは少ないということであれば、そちらのほうも消

防署等の意見をいただきながら、変更もあり得るということでござ

いまして、現在については、建物の西、多目的ホールの西側と東側

の玄関ということでございます。 

髙橋委員 わかりました。 

私が心配するのは、冬場の屋根からの雪というのが、図面の左側

の多目的ホール側に雪が落ちるのではないか、雪がたくさん積もる

地域ですし、この部分は通路として狭いのかなとも思います。冬場

の非常の際に備えていつもその非常口の周りというのは開けなくて

はならないことになると思いますので、職員の方々の負担が大変か

もしれないので、冬場でもすぐ外に出られるところで出入口１つ確

保されたほうがいいのかなというふうに思いました。以上です。 

生涯学習課長 非常口ということでございますけれども、先ほども申しましたよ

うに、建物の周り５メートルを範囲とした形で除雪ができるように、

アスファルト舗装をいたします。その部分についてはこまめに除雪

していただいて、積雪にならないような形で雪処理をしていただく

こととなりますので、ご理解いただきたいと思います。 

その他に、先ほども申しましたように東側については、ピンクの

着色部分については、ロードヒーティングを施すような計画であり

ますので、基本建物の周りにはあまり雪が積もらないような形にし

てございます。 

髙橋委員 わかりました。 

教育長 よろしいでしょうか。 

ちなみに、南側の側溝というのは蓋がかかるのでしょうか。 

生涯学習課長 この側溝についても、グレーチングだったりそういった施しが必

要な部分については設置したいというふうに考えてございますが、

一応この部分については雨水排水を考慮しておりますので、例えば

駐車場側であればグレーチング等は必要かなというふうに思います
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が、南側の側溝については人が出入するようなことがないので、グ

レーチング等の蓋は要らないのかなというふうにも思いますが、そ

の辺についても建設、建築のほうとよく協議して進めていきたいと

いうふうには思います。 

教育長 何を心配したかといいますと、雨水とか積雪のことも含めて側溝

には多分グレーチング等の蓋がかからないのかなと想像したんので

す。小中学校ではよくこういうケースで大怪我が生じてしまいます。

ましてや周りがアスファルトじゃないですか。子どもたちは駆けず

り回るので、側溝の部分は少し考えたほうがいいのかなあというふ

うに思いました。 

では、他にございませんでしょうか。 

髙橋委員 図面の３番のところで説明あったのですが、太陽光パネルを使う

ということでしたけれども、これはどのようなところに利用する電

力になるのでしょうか。 

生涯学習課長 太陽光発電については、先ほども申しましたように20キロワット

ということで想定してございます。この部分については、建物の電

力を賄うものとなりますが、図面番号１の計画建物のこちらにキュ

ービクルとありますが、こちらの高圧のキュービクルになります。

太陽光パネルで発電した電力と、東北電力から供給される電力を併

せ持って、その施設で使うものということで現在のところ想定して

ございますが、その他に、この山都公民館についてはＣＯ２削減率

50％を目指した建物とすることで想定してございます。 

環境省が認証しているZEB、Nearly ZEB、ZEB Readyというランク

がございますが、そのＣＯ２削減率50％という形で、この公民館は

目指しておりますので、それら再エネと創エネを合わせた形で建物

を整備するいうことでございます。 

教育長 よろしいでしょうか。 

髙橋委員 わかりました。 

教育長 他にございますでしょうか。 

各委員 なし 

教育長 他にないということでありますので、協議第８号新山都公民館建

設基本設計（案）については、この程度にしたいと思います。 

 

  協議第９号 喜多方市文化芸術推進基本計画（案）について 

 

教育長 続いて、協議第９号に移ります。 

喜多方市文化芸術推進基本計画（案）についてを取り上げます。

事務局より説明をお願いいたします。 

- 8 -



文化課長 資料９ページでございます。 

喜多方市文化芸術推進基本計画（案）についてでございますが、

この計画案につきまして、別紙のとおり協議するものでございます。 

別紙をご覧いただきたいと思います。 

では、別紙となりますが、喜多方市文化芸術推進基本計画（案）

の目次になりますが、全体で第１章から第４章まで、最後に資料編

ということで構成しております。 

では、１ページをお開きいただきまして、第１章計画の策定にあ

たってという部分です。 

１計画策定の趣旨でございますが、この文章中３段落目、本市で

はということころになりますが、この２行目の「さらに」からにな

りますけれども、魅力ある喜多方市をつくるためには、本市の豊富

な歴史文化資源や地域資源を活用した文化芸術活動を積極的に行

い、市民の郷土に対する誇りや愛着を高め、文化芸術の持つ創造性

により日常の中に文化芸術あふれる、喜多方らしいまちづくりを進

めることが必要です。 

このようなことから、「喜多方市総合計画」に示す将来像の実現に

向け、本市が目指す文化芸術に関する施策の指針となる「喜多方市

文化芸術推進基本計画」を策定するというものでございます。 

次ページをお願いいたします。 

本計画の位置付けでございます。 

本計画につきましては、関連する法律、国、県の計画などを踏ま

え、喜多方市総合計画との整合性を図り策定いたしました。喜多方

市教育振興基本計画に掲げる「歴史・文化・芸術への関心を高め、

豊かな感性と郷土愛を育む」の創造に向け、文化芸術振興の個別計

画として策定するものでございます。 

一番下の、なお、本計画の実現に向け、本市の他の関連計画と連

携しながら展開するとともに、施策の推進に当たりましては、関連

計画の各事業実施計画等において具体的な取組を進めるものでござ

います。 

２ページの下のほうになりますが、３計画期間でございます。本

計画につきましては、令和５年度から令和９年度までの５年間を計

画期間とするものでございます。なお、必要に応じ計画の見直しを

検討してまいるものでございます。 

次ページをお願いいたします。 

３ページ、４計画の対象とする文化芸術の範囲でございます。本

計画の中で対象とする文化芸術につきましては,文化芸術基本法に

掲げられております項目を基本としながら、以下のとおりとすると

- 9 -



いうことで、その記載がありますとおり、芸術、メディア芸術、伝

統芸能といったような記載の内容となってございます。 

次ページ、４ページをお願いいたします。 

４ページからにつきましては、第２章ということで文化芸術の社

会的背景ですとか、アンケートの実施結果などということでござい

ます。説明は省略させていただきますが、これらのアンケート結果

などを踏まえまして、18ページをお開きいただきまして、中段以降

になりますが、４として取り組むべき課題として整理をしてござい

ます。大きく５つございます。 

まず１つが、文化芸術に関わる機会の充実を図ること。２つ目が

文化芸術を支える人材や団体などの育成、環境の整備を図ること。

３つ目、子どもの頃から身近な文化芸術に触れ得る機会を創出する

こと。４つ目、歴史文化資源の保存、継承と活用を図ること。５つ

目、情報収集・発信を強化することということでございます。 

次ページをお願いいたします。 

第３章からは計画の体系でございます。まず、基本理念、将来像

といたしまして、青字でありますが、文化芸術で出会い、育む喜多

方のひと・まち・みらい、文化芸術創造都市の形成と定めてござい

ます。 

囲みの中に説明文ございますが、２段目以降、わたしたちはの後

になりますけれども、喜多方の歴史や風土を大切にまもり・いかし・

伝えるとともに、市民・企業・教育機関・関係団体・行政などの連

携・協働により、「ひと」同士のつながりを持ち、文化芸術の持つ創

造性を領域横断的に活用した事業の推進により、日常の中に文化芸

術があふれる喜多方ならではの「まち」をつくり、持続可能で活力

ある喜多方市の「みらい」を目指すというものでございます。 

次ページをお願いいたします。 

基本目標でございますが、今ほどの基本理念を達成するための基

本目標を以下のとおりとしてございます。 

３点ございますが、まず１つ目、文化芸術に接する機会を創出す

る。２つ目が、歴史文化資源をみんなでまもり、いかし、つなげる。

３つ目、「ひと」と「まち」の仕組みをつくるということで、この３

点を基本目標としておるところでございます。 

次ページをお願いいたします。 

21ページにつきましては、計画の体系図でございます。基本目標

に基づきます施策目標、または施策の柱として提示をしてございま

す。それらの内容につきましては次ページ以降ということで説明申

し上げますが、なお、この体系図の中ほど緑色の部分でございます
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が、こちらは文化財保存活用に関する内容となってございます。こ

の部分につきましては、この後個別の計画を策定しておりますので、

こちらでも説明させていただきますので、ここは芸術の文化財、保

存も含めた計画を策定するということで提示をしてございます。 

次ページをお願いいたします。22ページでございます。 

ここからは基本目標に基づく施策目標・施策の柱ということでご

ざいます。主なものについてご説明させていただきます。 

まず、基本目標１の文化芸術に接する機会を創出するということ

で、この施策目標の１つ目としましては、誰もが文化芸術を身近に

感じられる機会を創出する、あらゆる市民が気軽に文化芸術に親し

めるよう、文化芸術に触れる機会の充実に努めますということでご

ざいます。 

23ページになりますが、その施策の柱、それぞれ１つ目、身近な

場所での文化芸術に触れる機会の創出、主な取組としましては、美

術館における展覧会の充実または教育への普及など。柱の２つ目、

多様な文化芸術活動機会の創出ということで、主な取組としまして

は、障がい者、年齢などを問わず、文化芸術体験ができるような機

会を創出するというものでございます。 

次ページをお願いいたします。 

施策目標（２）の子どもたちが文化芸術に触れる機会を創出する、

子どもの頃から文化芸術に触れる機会を創出する、これは子どもの

頃から文化芸術に触れる機会の拡充を図り、将来を担う子どもたち

の豊かな感性や創造力を育みますということで、25ページは施策の

柱、それぞれ教育機関における文化芸術に触れる機会の創出、また

２つ目では将来の文化芸術を担う子どもたちの育成で、主な取組と

しましては、親子や家族で参加や体験ができる企画の検討・実施な

どでございます。 

次ページをお願いいたします。 

基本目標２の歴史文化資源をみんなでまもり、いかし、つなげる、

こちらにつきましては先ほども触れましたが、文化財に関する内容

ということになります。この後の文化財保存活用地域計画の中で、

具体的な内容等説明申し上げますが、これは簡潔にご説明させてい

ただきたいと思います。 

まず、施策目標の（１）歴史文化資源を把握し、適切に保存する、

歴史文化資源の調査研究や、保存管理、防災・防犯対策を行い、地

域に受け継がれてきた貴重な歴史文化資源をまもりますということ

で、27ページには、３つの柱としまして、継続的な調査・研究、そ

れから適切な保存管理、あとは防災・防犯ということでございます。 
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次ページをお願いいたします。 

政策目標（２）歴史文化資源による地域活性化を図る、地域総が

かりで、市内外に向けた情報発信・普及啓発や各地域の歴史文化資

源を結びつけた地域振興への展開などを行い、歴史文化資源を生か

していきますということでございます。 

29ページが施策の柱、１つ目、歴史文化資源の情報発信・普及啓

発、歴史文化資源の地域振興への展開ということでございます。 

次ページをお願いいたします。 

施策目標３、歴史文化資源を保存・活用するための体制をつくる。

みんなで歴史文化資源をまもり、いかす体制を構築し、市内全域を

一つにつなげ、歴史文化資源を未来につなげていきますということ

で、31ページには柱といたしまして、歴史文化資源の保存活用を推

進するための体制構築ということでございます。 

32ページお願いします。 

ここからは基本目標３、「ひと」と「まち」の仕組みをつくるとい

うことでございます。 

（１）文化芸術活動の活性化を図るということで、市民の自主的

な文化芸術活動が活発に行われるよう必要なサポートを検討・実施

してまいりますということでございます。 

33ページには、施策の柱、文化芸術活動のサポートということで、

主な取組、文化協会の活動をサポートですとか、文化団体の補助・

助成等の情報提供でございます。 

34ページをお願いいたしますが、施策目標（２）「ひと」を育て、

組織をつくるというものです。文化芸術活動を支えるために、文化

芸術を支える人材の育成や相談を担う組織の設置について検討を実

施していきますということで、35ページになりますが、文化芸術活

動を支える人材の育成及び組織の形成ということでございます。 

取組としまして、文化芸術の担い手になり得る人材の育成、また

は文化芸術コーディネーターの育成ということで、中ほどにイラス

トございますが、コーディネートを行う組織というのを設けたいと

考えてございます。これによりまして、領域横断的に推進をしてい

くためにもこの組織というのは重要なものの１つであると捉えてお

ります。 

このコーディネーター、文化芸術コーディネーターが担う役割と

しまして、下の囲みにありますとおり、大きく４つ、まず相談・コ

ンサルティング業務、あとは関係機関との連絡調整業務、あとは調

査・研究、あとは情報発信ということで、こういったのを担ってい

ただきたいというような考えでございます。 
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次ページお願いいたします。 

36ページ、施策目標（３）まちの仕組みをつくるでございます。

喜多方ならではの魅力あるまちづくりを進めるため、他分野との領

域横断的な連携を強化しますということで、37ページにその文化芸

術活動を支える体制づくりとして柱としてございます。 

こちらにつきましては、それぞれ市民・企業・教育機関・関係団

体・行政など多分野との連携を図る仕組みをつくっていくというこ

とでございます。 

中ほどの相関図でお示ししておりますが、先ほど申し上げました

コーディネーター、コーディネートを行う組織を中心としながら、

それぞれ活動される団体、またはそういうものの施設、行政、それ

らの連携を図りながらということで、そういった体制を構築しなが

ら推進してまいりたいというものでございます。 

38ページをお願いいたします。 

共通目標ということで、情報発信の部分です。施策目標（１）と

しましては、一人ひとりに情報を届ける、市民一人ひとりに文化芸

術に関する情報が行き届くよう、世代やニーズに応じた効果的な発

信や、発信力を高める取組を行います。 

39ページには、柱としまして情報の効果的な発信としまして、定

期的な文化芸術情報発信の実施、または多様な広報媒体による即効

性のある情報発信の実施というようなところで、主な取組として掲

げてございます。 

次ページ、40ページお願いいたします。 

第４章、推進体制及び進捗管理でございます。まず１の推進体制

でございます。基本理念及び基本目標、施策目標を達成するために

は、行政のみならず市民・企業・教育機関・関係団体など多様な関

係者の連携・協働により、それぞれの役割を果たしながら一体的に

推進していくことが重要であります。 

文化芸術に関わる各主体において担う役割を次のとおり示しまし

たということで、それぞれ（１）から次ページの（６）までの各市

民または各団体、コーディネーターの役割ということでお示しをし

てございます。 

41ページの中段、大きな２番の進捗管理でございます。本計画の

進捗管理及び評価につきましては、学術経験者などで構成された文

化芸術推進審議会、仮称でございます。こういったものを新たに組

織したいと考えてございます。これを組織しまして、計画の進捗管

理、または評価を行ってまいりたいと考えてございます。 

また、本計画が多分野にわたることから市の行政評価においても
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実施をしていきたい。さらに、本計画につきましては教育振興基本

計画の個別計画として策定いたしますので、市教育委員会の点検評

価においても実施をして、今後の事務事業への反映に努めていくと

いうものでございます。 

43ページからは資料編になりますので、説明は省略をさせていた

だきたいと思います。 

説明は以上でございます。 

教育長 ただいま事務局より説明がございましたが、この計画案について、

どこからでも構いませんので、ご意見ご質問等あればお願いいたし

ます。 

髙橋委員 21ページの体系図についての質問ですが、去年の４月に概要につ

いてお伺いしたときの体系図と比べると少し変わった部分がありま

す。まず１つ目は、緑色の部分が文化財保存活用地域計画というこ

とで、以前のものには点線の四角で囲って、別途裏の詳細に定めま

すという説明があったのですが、それはこちらのほうにも入れても

いいかなというふうに感じました。それが１つ目です。 

そして、その下のピンク色の部分で、（３）まちづくりの仕組みを

つくるのところの①、②というものが以前はあったのですが、それ

が１つになっていて、以前示された文化芸術創造都市の推進、重点

施策というふうにお伺いしたのですが、その部分がなくなっている

のはどこか別のところに入ったということなのでしょうか。 

教育長 大きく２点ありました。 

文化課長 では、まず１点目の文化財保存活用地域計画の記載の部分という

ことでございますが、お示しした際には、説明する際のわかりやす

くイメージできるようにということで、点線で囲ったという意図が

ございました。ただ、今ほどの説明でも申し上げましたとおり、そ

のような意図といいますか、形でつくっておりますので、検討させ

ていただいて、何か表記したほうがよりわかりやすいのであれば、

そこは工夫をさせていただきたいと思います。 

２点目の文化芸術創造都市の推進というところの記載でございま

すが、この体系図の中の施策の柱というよりも、基本理念を見てい

ただくとわかりますとおり、文化芸術創造都市の形成というのが大

きな考えの、理念として捉えたほうがよりよろしいだろうというこ

とで、外出しといいますか、むしろ外に出すべきであろうという整

理の基にまとめ方をさせていただいたものです。 

髙橋委員 わかりました。 

教育長 よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。 

髙橋委員 すみません、資料編のほうなのですけれども、アンケートについ
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て大変興味深く見させていただきました。このアンケートからいろ

いろなことがわかってきたなと思いました。これを今後何か活用し

ながら、地域の方の人材を掘り起こしていくというような形がおそ

らくあるだろうなと思っています。期待しています。 

そこで質問したいのは60ページの市民ワークショップの詳細につ

いて、地域おこし協力隊の方がまとめられているのだと思うのです

が、この部分がその他のものに比べると、何かこう事業報告書のよ

うな感じに読み取れてしまって、わかりにくい文言というか言葉と

かそういうものが多いと思います。 

もしこれも掲載して、一般の方に見ていただくのだとすると、言

葉づかいとか説明とかがちょっと不足していると思いました。 

例えばですけれども、60ページの目的のところに意見の掘り出し

を行うとか、その下の方のワークショップ内容で聞き出す設計にし

たというような、そういった言葉の使い方がとても上からというか、

業務をしている人からの感覚がすごく強くて、もしこれを一般市民

が見ると、何かこう指導されているような、そんな印象を持つので、

こういった言葉遣いというのは気をつけたほうがいいのではないか

なと。誰が読むのかというのにも大変関わってくるのですが、一般

の方に読んでいただきたいと思うのですと、その辺の表現があると

思います。 

それから、ワークショップ内容、２番の一番下のふくらましとい

うのはちょっと違うのでは。ふくらませ、またはふくらましてとい

うような、言葉も正確にしたほうがいいのではないかなと思います。 

それから、３番の出てきた参加者の意見、考えについての右側の

矢印で視点というのが何度も出てくるのですが、この視点というの

は、この地域おこし協力隊の方が考えることなのか、視点が誰に対

して考えたのか、思っているのか、この視点というのはこれから一

般の人を導いていくためにこれが重要だと言われているような感じ

がしてしまうので、ちょっとこれは視点というのはどういうことな

のかというのを、意味をもう１回説明といいますか、わかりやすく

したほうがいいと思います。 

といったようなことがたくさんもっといっぱいあるのですが、一

つ一つですと時間がかかってしまいますので、この掲載の仕方が報

告書のような形で構わないのであればそれでもいいのですけれど

も、言葉については考え方が、61ページの参加者Ｄの「ずーと」と

いうのも表記するには違うのではないかなという感じがするので

す。そういったところをもう一度考えていただきたいと思いました。 

以上です。 
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文化課長 ご指摘大変ありがとうございます。こちら委員おっしゃられるよ

うに、60ページ以降のこの資料につきましては、内部の報告書をそ

のままという形で載せてしまっている状況でございます。 

それで、ご指摘いただいた点も含めて、それ以外ももう少しわか

りやすくまとめたほうがいいところですとか、注釈をつけたほうが

よりわかりやすいとか、その辺は工夫をさせていただいて、全体的

にといいますか、再度そこも含めながら計画全体をよりわかりやす

い表現にしていきたいと思います。 

髙橋委員 わかりました。 

それではこの市民ワークショップの詳細については、地域おこし

協力隊の方の立場を少しはっきりさせて、文化芸術都市の推進担当

だということも示して、この方の業務報告書寄りのような形で出し

てもいいのではないかなと、他と表現の内容について温度差という

か、違和感があったのでそういうふうに申し上げました。 

以上です。 

教育長 よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。 

長田委員 今髙橋委員が言われたように、アンケートも大変興味深くていろ

いろなことがわかって、大変有益だなというふうに私も感じました。 

言葉づかいを見ますと、この資料も大変きめ細やかに作ってある

かと思うのですが、読んだ流れとして、少し言葉が違うところがあ

りましたので、26ページなのですけれども、課題のところで、割と

ここが丁寧に謙譲語的に、課題の１行目などは「把握を進めてまい

りましたが」とか、その下の「ものでありますので」とか、その下

の６行目も「存在しておりますので」とか、その後の10行目にも「お

ります」とあるのですが、ここがずっと同じような流れで、「ました

が」とか、「もです」とか、「います」と言葉尻をそろえて書かれた

かほうが、流れとして統一的になるかなと思いました。すみません、

細かいことなのですけれども。 

また、28ページの課題のところの３行目にも「取組を進めており

ますが」とあるのですが、「進めていますが」と簡単に書かれていい

のかなとに思いました。 

もう１点が別なのですけれども、20、21ページの図なのですが、

体系図や図を使って大変視覚的にもわかりやすくていいなと思った

のですが、私の個人的な意見になりますけれども、この20ページの

絵図で、市のことなのでこうなってしまうのは仕方がないのかもし

れないのですが、内部でという感じに思えるような要素だったので、

他地域との交流という側面もこの絵図に入れてもいいのではないか

なと感じました。 
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コーディネートですとか、芸術家などというのは外の方との関わ

りもあるかとは思うのですけれども、割と内向的な感じがしたので、

広い視野に立って、あるいは他の地域の、後の説明の中には市外の

保存団体との交流の機会とか、市外に情報を発信させていくとか、

そういう外との関わりもあったのですが、ここでもそういうことも

入れてみてもいいのではないかなと思いました。外との交流から市

の特性とか、広い視点で考えているということもアピールできるの

ではないかなと感じた次第です。 

以上です。 

教育長 いかがでしょうか。 

文化課長 ご指摘ありがとうございます。 

最初の文章の表現につきましては、もう一度具体的に整理をさせ

ていただきたいと思います。ありがとうございます。 

２点目の他の地域との交流という部分につきましても、ご指摘い

ただきましたこの図を含めまして、工夫をさせていただきます。実

際文章全体を見ましても、その部分というのは薄いかもしれないと

思っております。文化財の部分では若干出ていたりはするのですが、

もし文章の中でも多少加えることができる部分があれば、その辺も

少し意識しながら、全体整理をさせていただきたいと思います。ど

うもありがとうございます。 

教育長 他にございますでしょうか。 

髙橋委員 新しいといいましても、もう何年も経ちますけれども、法律が変

わって名前が変わって、こういう形になった中には文化と歴史だけ

じゃなくて、まちづくりとかいろいろなところと連携して市民の参

加といいますか、住民の方からの活動みたいなものも強調されたと

思っていたのですが、その部分をもう少し、例えば４ページ、１番

の文化振興基本法から文化芸術基本法に変わりましたという、そこ

でもう少し強調してもいいのではないかなと思うのですが、いかが

でしょうか。 

文化課長 ありがとうございます。この法の変わった、４ページに国の動向

ということでお示ししましたところにもありますとおり、この法が

改正となった趣旨もそういった点は重視するということでございま

すので、若干その辺は触れておりますが、市民の方にとっても積極

的に関わっていただく期待といいますか、その思いはございますの

で、ここで記載するのがいいのか、他のところがいいのか、市民の

方にもわかりやすいようなところを工夫していきたいと思います。 

教育長 よろしいでしょうか。 

髙橋委員 はい 
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教育長 他にございましたらお願いいたします。 

各委員 なし 

教育長 それでは、今回はこの程度といたしまして、まだ案の段階ですの

で、ご意見等ございましたならば、お寄せいただければと思います。 

それでは、協議の第９号喜多方市文化芸術推進基本計画（案）に

ついては、この程度といたします。 

 

  協議第10号 喜多方市文化財保存活用地域計画（案）について 

 

教育長 続いて、協議第10号に移ります。 

喜多方市文化財保存活用地域計画（案）についてを取り上げます

ので、事務局より説明をお願いいたします。 

文化課長 では、10ページをお願いいたします。 

喜多方市文化財保存活用地域計画（案）についてでございますが、

本計画案につきまして、別紙のとおり協議をするものでございます。 

別紙、別冊をお手元にお願いします。 

まず、表紙でございますが、目次でございます。序章から第１章、

第７章の裏面まで、第７章ということで７章構成と、資料編という

ことでの構成をしてございます。 

計画の２ージをお開きいただきまして、本計画の位置付けでござ

います。 

本計画は、文化財保護法第183条の３に基づく地域の文化財の保存

及び活用に関する総合的な計画として作成をいたしますということ

で、この文化財保護法183条の３というのは、市町村教育委員会は当

該市町村の区域における文化財の保存及び活用に関する総合的な計

画を作成し、文化庁の認定を申請することができるというような     

内容でございますが、これに基づきまして策定するものでございま

す。 

７ページをお願いいたします。 

３の計画期間でございます。本計画につきましては、令和５年度

から令和９年度までの５年間を計画期間として定めておりまして、

この５年間を第１期という形で設定をしてございます。 

次ページをお願いいたします。 

４の計画対象でございますが、文書の一番下の最後の段落になり

ます。このためというところですが、本計画では、文化財保護法に

規定されているものに限定せず、また指定、未指定の違いに関わら

ず、文化財の説明に相当し、本市の魅力を示すものを歴史文化資源

と定義づけて対象とするというものでございまして、下の図にお示
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ししましたとおり、歴史文化資源としましては、左側水色の部分    

で示されております６つの文化財、有形、無形等、あとそのほかの

文化財としまして右側にありますが、風景、伝統産業、自然、こう

いったものも含めて歴史文化資源として認定をしているというもの

でございます。 

13ページをお願いいたします。 

第１章、喜多方市の概要というところでございます。こちらは説

明は割愛させていただきますが、44ページまでにかけまして、地理

的な環境、または社会的な状況、歴史的な背景ということで整理を

してまとめております。 

45ページをお願いいたします。 

第２章、喜多方市の歴史文化資源の概要ということでございます。

45ページから指定等文化財、53ページからは認定等文化財、57ペー

ジからは未指定ということでそれぞれ整理ということでございま

す。 

58ページをお願いいたします。 

58ページからは、歴史文化資源の概要と特徴というところで、そ

れぞれ有形文化財、または60ページからは民俗文化財とそれぞれの

分類ごとに概要、特徴ということで整理をしてございます。 

70ページをお願いいたします。 

第３章になります。喜多方市の歴史文化の特徴ということでござ

います。 

まず１つ目、歴史文化の特徴の設定の目的というところでござい

ますが、この歴史文化とは地域固有の風土の下、先人によって生み

出され、はぐくまれ、時には変容しながら現代まで伝えられてきた

知恵・経験・活動等の成果やその成果が存在する環境を総体的に把

握した概念であります。 

この概念に基づきまして、本市固有の自然・地理的環境、社会的

状況、歴史的背景、歴史文化資源やそれに関わる取組などを相対的

に俯瞰することによって見出されるものが本市の「歴史文化の特徴」

ですということです。 

この特徴を軸に本計画を作成することによりまして、本市の歴史

文化資源の持つ新たな価値を明らかにできるようになります。また、

自らの住む地域との関わりとともに捉えることで、人々が歴史文化

資源をより身近に感じられるようになり、社会全体でそれらを支え

る気運の高まりにつながることが期待されますということでござい

ます。 

２つ目の歴史文化の特徴ということでございます。３段落目にな
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りますが、川や盆地等の自然や地理的な特性を背景に形成してきた

喜多方市の歴史文化の特徴をまとめますと、「飯豊山麓“商いの町”

喜多方の歴史と文化」ということで、次の３つの視点で考えること

ができるということで提示してございます。 

まず１つ目、地理的な視点といたしましては、「会津盆地“キタカ

タ”の出入口」２つ目、人々の営みの視点といたしましては、「商い

のまち“喜多方”」３つ目の視点、「文化的な視点として会津“北方”

の信仰とくらし」この３つのテーマを設定したところでございます。 

73ページをお願いいたします。 

第４章、歴史文化資源の保存・活用に関する方針ということでご

ざいます。 

１で将来像でございますが、この将来像につきましては、今の第

３章の歴史文化の特徴を踏まえまして、73ページ下の緑の囲みの部

分になりますが、本市の歴史文化資源の保存・活用の将来像を定め

てございます。地域の特色ある歴史文化資源をみんなでまもり、い

かし、一つにつながるまち喜多方でございます。 

まもるの視点といたしましては、地域間で偏りのない調査・研究

や、保存管理、防災・防犯対策等を行い、歴史文化資源を守ってい

きます。 

いかすの視点では、地域総がかりで市内外に向けた普及啓発・情

報発信や、各地域の歴史文化資源を結びつけた地域振興への展開等

によって、歴史文化資源をいかしていきます。 

つながるの視点ですが、みんなで歴史文化資源を守り、いかす体

制を構築し、市内全域を一つにつなげ、歴史文化資源を未来につな

げていきますということで、この３つ、まもる、いかす、つながる

というこの視点から次ページ以降になりますが、課題等を抽出しま

して、方針措置ということでございます。 

80ページお願いいたします。 

第５章です。歴史文化資源の保存・活用に関する措置というとこ

ろでございます。 

第４章でお示ししました、「まもる」「いかす」「つながる」という

そのそれぞれの方針に基づきまして、本市が有する課題を解決、将

来像に向かっていくための措置を設定しますということで、この措

置というのが具体的な取組ですとか事業内容でございます。 

81ページからになりますが、まずその「まもる」に関する措置、

取組等でございます。（１）調査・研究というのが81ページ、82ペー

ジには保存管理に関するもの、続きまして、86ページになりますと、

「いかす」に関する措置としまして、情報発信・普及啓発に関する   
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の取組等、88ページには地域振興への展開ということで、それぞれ

の下のような措置、取組でございます。 

90ページには、３つ目のつながるに関するものが、これらの内容

でございます。 

次の91ページにつきましては、措置の一覧にしてございます。こ

の文化歴史資源の保存・活用に関する措置を将来像、課題、方針、

このつながりから整理をしているのがこの表でございます。 

第６章をお願いいたします。 

文化財保護活用区域に関する事項でございます。 

１計画の進め方と区域の設定でございますが、まず計画の進め方

といたしましては、第４章において、本市の歴史文化資源活用の将

来像の設定をいたしました。 

また、将来像を実現するために解決すべき課題等を整理し、課題

解決に向けた方針及び措置を設定、これが５章で、これらの取組に

つきまして、最初から市内全域を対象として取り組むのがなかなか

難しいということがございますので、まずは各地域での計画を進め

ていくこととしてございます。 

92ページになりますが、その地域単位といたしますのが、（２）の

文化財保存活用区域の設定ということでございます。その文化財保

存活用区域の設定といいますのは、文化財が特定の範囲に集積して

いる場合、当該文化財をその周辺環境を含めて面的に保存、活用す

るために設定するということで束ねてございます。 

93ページの中ほどの表をご覧いただきまして、今申し上げました

区域、６つの区域を本市の文化財保存活用区域として設定をしてご

ざいます。それぞれ喜多方地域が筆頭になりますが、喜多方地域、

塩川地域、熱塩加納地域、山都地域、高郷地域それぞれ関連する部

分につきまして、１つ目が蔵建ち並ぶ町並み区域というのが小荒井

×小田付地区。２つ目、古代・中世に栄えた要衝区域というのが、

慶徳・塩川西部地区。３つ目、水運で賑わった河川と雄国山麓区域

ということで、塩川東部・熊倉地区。４つ目が北境へ延びる街道区

域、松山・上三宮・岩月・熱塩加納地区。５つ目、山岳信仰が息づ

く大河の合流区域、これが山都地区。６つ目、太古の地層が広がる

文化交流の大動脈区域ということで、高郷地区ということでござい

ます。 

次ページ、94ページには、この今上げた区域を図で示してござい

ます。こういった範囲で区域を設定しているというものでございま

す。 

95ページからは、それぞれの文化財保存活用区域の中の説明とい
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う形になりまして、まず95ページにつきましては大きな１番の蔵建

ち並ぶ町並み区域についての内容でございます。まず、（１）概要、

そして下のほう歴史文化資源ということで、次から97ページにかけ

まして、表にそれぞれの名称等をまとめてございます。 

98ページにはそれぞれの歴史文化資源の位置図とあと拠点施設の

ある位置図ということで、お示しをしてございます。 

99ページにつきましては、歴史文化資源の保存、活用に関する課

題といたしまして、「まもる」「いかす」「つながる」それぞれのテー

マごとに課題を整理しています。 

101ページになりますが、こちらは今の大きな１番の蔵建ち並ぶ町

並み区域で実施する措置の一覧ということで、左から措置、あとは

その内容、実施主体、あとは実施財源も含めて、実施時期等を表に

しているものでございます。 

これが今大きな１番についてご説明申し上げましたが、126ページ

までそれぞれの大きな区域ごとに整理をしてございます。説明は省

略させていただきます。 

では、第７章でございます。 

歴史文化資源の保存・活用の推進体制についてございます。 

保存・活用体制の整備方針といたしまして、歴史文化資源の保存・

活用につきましては、所有者等地域、市民、市関係機関、市防災・

防犯機関、市内教育機関、専門機関等、専門委員会など関係団体、

民間事業者が行う取組におきまして、市が連携、協働することによ

って推進をしてまいりたいということでございまして、下にその明

示図ということでお示しをしております。歴史文化資源を取り巻く    

それぞれの地域の方、また市民の方、そういったところにそれぞれ

市、または専門的な機関等が連携・協働、または助言等をしてまい

りたいというイメージとしてございます。 

129ページをお願いいたします。 

こちらでは、保存・活用の推進体制ということで、表にしてござ

います。こちらは表の左側から所有者等、実施主体、中ほどのそれ

ぞれの役割、業務内容、あとは主に関連する措置ということで、先

ほど触れました81ページからのそれぞれの表に番号を振っておりま

すが、それとリンクするような形になってございます。 

ということで、こちらの表、129ページから133ページまで、それ

ぞれの実施主体等を基に提示をしておりますので、例えば市民の方

でしたら、主に関連する措置としましては、２－８というところを

見ていただければ、それぞれの立場から措置がわかるような、逆引

きするような形でこの表を整理しているというところでございま
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す。 

駆け足になりましたが、計画の内容、説明については以上でござ

います。 

教育長 ありがとうございました。 

ただいま概略説明ございましたが、この内容等についてご意見ご

質問ございましたらお願いいたします。 

遠藤委員 文化芸術振興推進基本計画の中でコーディネーターというような

位置づけがあったのですが、今回この文化財保存に関してはコーデ

ィネーターというか、支援していくような組織はつくっていかない

のでしょうか。 

文化課長 先ほどの文化芸術振興推進基本計画の中で、コーディネーターを

設置したり、その中でも本当に芸術的な部分だけではなくて、でき

れば文化財等のコーディネートもできる部分も含められればという

考えも持ってございます。 

ただ、両方なかなか広範囲になってまいりますので、すぐにそう

いった人だったり、組織というのはなかなか難しいのかなとは考え

ております。 

文化財に関連する団体の方、または専門の組織、そういった機関

もございますので、そういったところも活用しながら、将来的には

今ほど申し上げましたコーディネート組織グループを目指していき

たいのですが、市の公的な審議会等も活用しながら、助言等してい

ただければ、役割も担っていただきながら進めてまいりたいという

ふうに考えてございます。 

教育長 よろしいでしょうか。 

遠藤委員 はい 

教育長 他にございますでしょうか。 

長田委員 記載のところでお尋ねなのですけれども、81ページの一番下で黒

枠の白抜き文字のところの説明なのですけれども、この第４章とい

うところは73ページではないかなと思うのですが、この１、将来像

と計画の進め方というのは、１は将来像しかなくて、計画の進め方

というのはむしろ７ページの第１期という表を見ていただいたほう

がわかりやすいと思うのですけれども、ここの説明がわからなかっ

たのと、後ろのほうになりますが、第７章で130ページなのですけれ

ども、右の欄は主に関連する措置ということで、ご説明いただいた

ように番号があるのですが、熱塩加納総合支所住民課のところ、産

業建設課でもいいのですけれども、他の支所のところには全部関連

のもので４－13ということで記載されているのですが、熱塩加納総

合支所だけそれがなくて、４－13というのは市関係機関との連携と

- 23 -



いうことで、各地区公民館や市立図書館と連携してということが書

かれているのですね。 

これも熱塩加納総合支所住民課のところの中に、本庁各総合支所

との連絡調整や、それに関する類するようなことが書かれているの

で、生涯学習の推進、啓発等々も書かれていますので、どちらにも

各々入れたほうがいいのではないかなと思いました。 

以上です。 

文化課長 まず１点目の81ページの一番下の記載でございます。第４章とあ

りますが、第６章に修正したいと思います。 

後段の130ページ以降の総合支所の記載でございますが、４－13、

確かにそれぞれの全ての総合支所に関連する部分でございましたの

で、記載漏れでございましたので修正してまいります。 

教育長 よろしいでしょうか。 

他にございませんでしょうか。 

髙橋委員 基本的なところの質問で今さらという感じもするのですが、この

計画を策定することで何か国の認定などを受け、補助金がいただけ

るというような流れになっていくのでしょうか。 

文化課長 この計画につきましては、市で作成しまして、国に提出して認定

を受けるという形になります。予定は令和５年度で、国から認定を

受けられるのが７月前後といような予定で考えてございます。 

この計画を策定いたしますと、そのメリットといたしましては、

やはり国の補助率の加算ですとか、そういったものがあるようでご

ざいます。補助メニューの中にもこの計画を策定しているというこ

とが書き込まれているものもあると県のほうからは聞いております

ので、これをつくることによって財源的にも有利なことができると

考えております。 

髙橋委員 よくわかりました。頑張ってください。認定を受けるための計画

なので、スタイルがあるのかなと思いました。他の市町村などを見

てみましたら、やはりこのような形になっているので、何かマニュ

アルがあるのか、ひな形があるのか、こういった形で出していくの

がよろしいのかなというふうに理解しました。 

ものすごくよくまとまっていて、最近のミニ喜多方市史みたいな

形で、すごくうれしくなってしまうぐらいにいろんな歴史的なもの

を書かれているのですれども、これが一般の方が見ることを考える

と、だから歴史とか文化は敷居が高いのですよねという感覚に、ま

ず私はそう思いました。 

国の認定を受け補助などのメリットにつながるのだということを

理解するまでは、だから敷居が高いのだよねというのがよくわかり
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ます。アンケートの結果でそういうものがありましたけれども、こ

ういうところなのだなと思いましたが、それは仕方がないことなの

で、もし一般の方にこれを広めるのだとすると、映像によるデジタ

ルとか、ＤＶＤとか、そういったもので映像とナレーションのよう

なもので理解していけるような、そういったことも考えてはいかが

かなと思います。 

以上です。 

文化課長 まずこの計画をつくる主体ですが、やはり最終的には国の認定を

受けるということで、ある程度今までも文化庁の担当者の方に何度

もやり取りしながら、指摘をいただきながら修正を加えてつくって

きてございます。 

こちらの文化財保存活用地域計画につきましては、文化のコンサ

ルにも委託して進めてございます。全国いろいろな自治体の計画も

策定していることもありまして、最終的に国の認定を受けなければ

ならないというそういう中身も熟知した中で我々とともにつくって

きたということでこういう形になってございます。 

一般の市民の方にも非常にわかりやすくというところでございま

す。デジタルというか映像で見ていただくというのが一番イメージ

もしやすくていいのかなと思いますけれども、その辺は今後どんな

ことができるのか、研究させていただきたいと思います。 

ただ、この計画がまとまりましたら、概要版という形で内容を要

約したものをつくる予定でございますので、そういったものである

程度最初のイメージをつかんでいただくものとしては、市民の方に

もいろいろ周知を図っていきたいというふうに考えてございます。 

教育長 よろしいでしょうか。 

髙橋委員 はい 

教育長 他にございましたら、お願いいたします。 

長田委員 36ページなのですけれども、表の古代の主な歴史文化資源という

ところで、高郷地域、大谷古墳と載っているのですが、これは資源

ということなので、指定を受けておらず、調査がはっきりされたも

のではなくていいようなことも承知していますが、この大谷古墳と

いうのは高郷村史、当時昭和50年に書かれたものには一応大谷古墳

となっているのですが、調査もされていなくて、わからないという

ことで、表示も伝というふうに現地では大谷伝古墳公園となってい

ますので、ここに大谷古墳と書いてしまうのはちょっといかがかな

というふうに思った次第です。他には伝がついているものもありま

すし、共同墓地もありますので、調査もされにくいという状況もあ

るそうです。 
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また、84ページなのですけれども、２点お尋ねしたいことがあり

ます。 

２－17というところで、収蔵場所のことが書かれているのですが、

収蔵場所の確保・整備というところでその下のほうに、この資料等

の収蔵場所を確保し、収蔵施設の一元化を図るというふうに書かれ

ているのですが、その収蔵施設の一元化というのを見ると、今まで

各市内に旧町村ごとにあったものを一堂に集めるのかなというよう

な意味合いに取れてしまいまして、データだけのことなのか、今ま

でそういう１カ所に集める話がなかったので、ちょっと唐突な気が

してここの辺りのご説明をいただきたいのが１つと、下の防災に関

することなのですけれども、３－３消防訓練等の実施というところ

で、主体が市になっていまして、支援協力が地域所有者等になって

いるのですが、これは防災訓練の主体に地域、所有者等も入れてし

まっていいのではないかなと思いました。 

防災計画も大変よくできていて、モデルケースにしていってもい

いのではないかという話もあったものだったのですが、その中では

防災の訓練、それは二重丸と丸で主体者を区分けするところでは、

市のほうが支援のほうになっていて、主体のほうは地域だったと思

いましたので、逆になっているような感じでしたので、こちらでも

当事者として地域、所有者等を同じように市と併せて実施主体に入

れてもいいのではないかというふうに感じました。 

教育長 ということで、３点ございましたが。 

文化課長 まず１点目の36ページの表になりますが、大谷古墳の件、再度確

認をさせていただきますが、ここで整理した遺跡等につきましては、

県の遺跡台帳に載っているものを全て出しておりましたので、そち

らと併せてもう一度内容については確認をさせていただきたいと思

います。 

続いて、84ページの２－17の記載でございます。こちら確かにこ

れまで市として一元化を図るということを特にお示ししておりませ

ん。記載誤りでございまして、こういった考え方も視野に入れなが

らという思いは事務局として持ってございますので、まだ図るとい

う断定的な表現は不適切であったと思っておりますので、訂正をし

ていきたいと思います。 

下の３－３につきましては、委員ご承知のとおり、地域の方が主

体となっていただくというのが適切であろうと思いますので、こち

らは主体のほうに地域の方も含めるという形で訂正をさせていただ

きます。どうもありがとうございます。 

教育長 よろしいでしょうか。 

- 26 -



長田委員 はい 

教育長 他にございましたら、お願いいたします。 

髙橋委員 内容の細かいところになってしまうのですが、36ページの上から

３行目の北東の灰塚山古墳というものがあるのですが、このままだ

と北東というのは市の北東ということで勘違いされてしまう部分が

あるのではと思いますので、古屋敷遺跡から見て北東とするなど、

もう少しわかりやすい書き方がいいかなと思います。 

また、遺跡の写真なども少し入るとうれしいなという部分があり

ます。 

以上です。 

文化課長 36ページの場所の表記につきましては、もう一度確認をさせてい

ただいて、わかりやすいようにしたいと思います。 

写真につきましては、あればよりわかりやすいのかなとも思いま

すが、130ページを超える膨大な数となっておりますので、なるべく

コンパクトにできる部分はという思いもありますので、その辺は難

しいかなと思ってございます。 

髙橋委員 デジタル版で期待しています。 

教育長 他にございますでしょうか。 

とりあえず今日はこの程度まででよろしいでしょうか。 

各委員 はい 

教育長 また何かあれば先ほどの計画と同じで、教育委員会事務局にご意

見等いただきたいと思います。 

それでは、これで協議事項のほう終えたいと思います。 

 

８ その他 

⑴ 教育長及び各委員から 

 

教育長 その他ということで、最初に教育長及び各委員からということで、

私からは特にございませんが、各委員の皆様方から何かありました

らお願いいたします。よろしいでしょうか。 

各委員 なし 

 

⑵ 事務局から 

 

教育長 それでは、（２）の事務局からということで、事務局のほうから

何かありましたらお願いします。 

学校教育課長 それでは、私より２点お知らせをしたいと思います。 

まず１点目は、コロナ感染の小中学校の様子でございます。 
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まず、冬休みに入りまして12月いっぱいは１日10名前後の感染者

の報告がありました。１月に入りまして、１日５～６名ということ

になりまして、現在も昨日で５名、その程度でございます。まだ学

校を開いてから子どもたちの接触が十分ない状況だと思われて、今

少ないのかもしれませんけれども、今後なお気をつけて学校生活を

送るように指示をしてまいりたいと思います。現在におきましては

学級閉鎖等の措置はございません。 

続きまして、適正規模・適正配置に関するご報告を２点申し上げ

ます。 

まず１点目ですけれども、審議会の報告でございます。資料はご

ざいません。 

令和４年の12月18日、第14回喜多方市立小中学校適正規模・適正

配置審議会を開催しました。その結果についてのご報告でございま

す。 

第14回審議会におきましては、小中学校手続の適正配置の実施計

画（案）についての保護者説明会及び地域説明会の結果につきまし

て報告を行いまして、中学校区別に今後の検討の方向性について協

議を行いまして、委員の皆様から様々なご意見をいただいたところ

でございます。 

主な意見といたしましては、複式学級が続く状況においては、学

習面での負担が大きいと感じるため、統合に進んでいかざるを得な

いと考える。２つ目といたしまして、子どもの心のケアを十分に考

慮した上での統廃合の時期を考えてほしい。３つ目といたしまして、

地域の衰退が懸念される一方で、子どもたちのことを考えるとある

程度の人数の中で教育されるのがいいという思いも。４点目といた

しまして、保護者と地域の方との温度差が随分あるのではないかと

いうようなご意見をそれぞれいただいたところでございます。 

それを受けまして、現在議事録につきましては、整理中でござい

ます。審議会での意見や今月末からの開催を予定しております小中

学校等保護者団体学校運営協議会合同意見交換会などにより、さら

に論議を深めてまいりたいと思っている次第でございます。 

それでは、別で皆様にお配りさせていただきました合同意見交換

会のご案内をご準備していただけますでしょうか。 

こちらの目的でございますけれども、中より下になりますけれど

も、実施計画（案）について、各小中学校、こども園、幼稚園、保

護者役員及び学校の評議会の方々のご意見をお聞きし、今後の案の

策定の参考としたいと考えております。 

参加対象につきましては、各小中学校ＰＴＡの役員、それから各
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子ども園、幼稚園の及び各保育園の保護者会の役員等、それから小

中学校学校運営協議会の委員、こちらの想定をさせていただいてい

るところでございます。 

裏面をご覧ください。 

実施方法につきましては、今回は中学校区ごとに開催をしてまい

りたいと思います。開催日時につきましては、それぞれ中学校区ご

とに１月30日から２月３日の週間の間に実施をさせていただきたい

と思っております。 

見開いていただきますと、参考資料といたしまして、実施計画（案）

の抜粋、それから説明会での主な意見の抜粋等を掲載しているとこ

ろでございます。 

学校教育課からの説明は以上でございます。 

教育長 今学校教育課から大きく２点、コロナと適正規模関係の説明があ

りましたが、この内容について何かございましたらお願いいたしま

す。よろしいでしょうか。 

各委員 なし 

教育長 他に事務局からございますでしょうか。 

生涯学習課長 冒頭の行事等の報告でもありましたように、１月８日、日曜日、

二十歳を祝う会を行いました。成人年齢の引下げに伴う初めての式

典ということで、委員の皆様には連休中の何かとお忙しい中、ご出

席いただきまして本当にありがとうございました。 

当日は天気にも恵まれまして、何事もなく無事終えることができ

ました。出席者につきましては、対象者451人中、約320名というこ

とでございました。この内容につきましては、広報２月号に掲載予

定でございますので、ご覧いただければと思います。 

以上でございます。 

教育長 ありがとうございます。 

他に事務局からございましたらお願いいたします。 

事務局 なし 

 

９ 連絡事項 

⑴ 令和４年度教育委員会会議の開催日程（案）等について 

 

教育長 それでは、その他は終えまして、９番の連絡事項に移ります。 

令和４年度教育委員会会議の開催日程（案）についてですが、教

育総務課長、お願いいたします。 

教育総務課長 それでは、11ページのほうお開きいただきたいと思います。 

令和４年度教育委員会の会議の開催日程についてでございます
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が、記載のとおりで 12月定例会にお示しした日時から今後の予定と

しましては、変更のほうはないところでございます。 

また、その下にあります今後の日程について記載のとおりですが、

本日この後午後２時 15分から、総合教育会議が庁議室で開催されま

すので、出席のほうお願いいたします。 

その下になります県市町村教育委員会連絡協議会、令和４年度第

２回議会が１月 13日開催されます。教育長が出席いたします。 

連絡事項については以上になります。 

教育長 今後の日程等について説明ありましたが、ここについて何かご意

見等ございましたら、お願いいたします。 

遠藤委員 小学校、中学校の卒業式と入学式の日程がわかれば教えていただ

きたいのですが。 

学校教育課長 それでは、まず中学校の卒業式につきましては、３月13日の月曜

日の10時頃からになると思いますが、学校によって時間が違います

ので、後ほどまた正式にお知らせをいたします。それから小学校は

３月23日の木曜日でございます。こちらも９時から10時までの間か

ら開始されるもので、学校によって時間が違いますので、また後ほ

どご連絡をいたします。 

入学式は４月６日となります。午前中が小学校、午後が中学校と

いうような内容となりますので、よろしくお願いします。 

以上になります。 

教育長 卒業式、入学式については追って連絡いたしますので。 

他にございますでしょうか。 

髙橋委員 今年度は離任式の計画というのはありますか。 

学校教育課長 教職員の離任式は現在のところ３月28日に予定をしているところ

でございます。日程等につきましては、まだお話しできなくて申し

訳ございません。決まればすぐにお知らせをさせていただきたいと

思います。 

長田委員 すみません、それに加えまして来年度になりますけれども、４月

の教職員対面式も予定としてはあるのでしょうか。予定があれば一

応教えていただきたいのですが。 

学校教育課長 現在のところ実施については未定でございますが、実施する場合

につきましてはご連絡を差し上げたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

教育長 コロナの状況等もあるので、それらも加味しながら決定していき

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

なお、実施する場合にはいろいろな部分でお世話になりますので

よろしく願いします。 
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他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

各委員 なし 

教育長 それでは、連絡事項につきましてはこれで終了したいと思います。 

 

６ 審議事項 

議案第32号 令和４年度喜多方市教育委員会表彰について 

 

教育長 それでは、審議事項の議案32号に移りますので、これは先ほど申

し上げましたように、非公開の案件となりますので、傍聴の方は喜

多方市教育委員会会議規則第14条ただし書の規定により、ご退席を

お願いいたします。 

 

（非公開） 

 

 

10 閉会 

 

教育長 以上で本日の令和５年１月の教育委員会定例会を終了いたしま

す。お疲れさまでした。 
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以上 記録の正確なることを認め、ここに署名する。 

 

 

             教育長       大 場 健 哉 

 

 

             教育長職務代理者  大 森 佳 彦 

 

 

             二番委員      遠 藤 一 幸 

 

 

             三番委員      髙 橋 明 子 

 

 

             四番委員      長 田 聡 子 

 

 

             教育総務課長補佐  塚 原 和 憲 



 


